
(57)【要約】

【課題】従来のパネル表示装置の駆動回路およびパネル

表示装置の駆動方法では、チャージ開始時点の発光の立

ち上がりに時間がかかるという課題があった。

【解決手段】複数のデータ線SEGm及び複数の走査線COMn

の交点に各々配置された有機EL素子PEm,nを駆動するパ

ネル表示装置の駆動回路であって、本発明のパネル表示

装置の駆動回路は、有機EL素子PEm,nの負荷容量が発光

に必要な電圧値にチャージされるまでの立ち上がり期間

に選択されたデータ線SEGmをデータ線電源３０と接続す

る電圧制御回路１２と、立ち上がり期間後、データ線SE

Gmを定電流源１１と接続する駆動制御回路１０とを有す

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の デ ー タ 線 及 び 複 数 の 走 査 線 の 交 点 に 各 々 配 置 さ れ た 発 光 素 子 を 駆 動 す る パ ネ ル 表
示 装 置 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、
　 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 が 発 光 に 必 要 な 電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立 ち 上 が り 期 間
に 選 択 さ れ た 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 電 源 電 位 と 接 続 す る 電 圧 制 御 回 路 と 、
　 前 記 立 ち 上 が り 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 す る 駆 動 制 御 回 路 と 、 を 有
す る こ と を 特 徴 と す る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ー タ 線 毎 に 定 電 流 源 と 接 地 電 位 の い ず れ か 一 つ に 接 続 す る 第 １ の ス イ ッ チ 回 路 と
、
　 前 記 走 査 線 毎 に 電 源 電 位 と 接 地 電 位 の い ず れ か 一 つ に 接 続 す る 第 ２ の ス イ ッ チ 回 路 と 、
　 前 記 デ ー タ 線 毎 に 電 源 電 位 と 接 続 す る 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 と 、
　 前 記 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ 回 路 の 切 り 替 え に よ り 、 前 記 発 光 素 子 の 選 択 、 非 選 択 を 実
行 す る 前 記 駆 動 制 御 回 路 と 、
　 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 SWvmを 用 い て 、 選 択 的 に デ ー タ 線 SEGmと 電 源 電 位 Vddと の 接 続 を 制
御 す る 前 記 電 圧 制 御 回 路 と 、 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の
駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 発 光 素 子 の 選 択 時 、 前 記 走 査 線 を 前 記 接 地 線 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 デ ー タ 線 を 前
記 電 源 電 位 に 接 続 し 、
　 所 定 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 し 、
　 前 記 発 光 素 子 の 非 選 択 時 、 前 記 走 査 線 を 前 記 電 源 電 位 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 デ ー タ 線
を 前 記 接 地 線 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 　 全 て の 複 数 の 前 記 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 前 記 走 査 線 を 接 地 電 位 に 接 続 し リ セ ッ ト す る 工
程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 駆 動 制 御 回 路 は PMOSト ラ ン ジ ス タ と NMOSト ラ ン ジ ス タ か ら な る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 発 光 素 子 は 有 機 EL素 子 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆
動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 立 ち 上 が り 電 圧 制 御 回 路 は 設 定 デ ー タ レ ジ ス タ 回 路 と カ ウ ン タ 回 路 か ら な る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 立 ち 上 が り 期 間 前 に デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 を 有 し 、 前 記 デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 に お い て
、 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 を リ セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 1記 載 の パ ネ ル 表 示 装
置 の 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 リ セ ッ ト は 全 て の 複 数 の 前 記 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 前 記 走 査 線 を 接 地 電 位 に 接 続 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ 記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 複 数 の デ ー タ 線 及 び 複 数 の 走 査 線 の 交 点 に 各 々 配 置 さ れ た 発 光 素 子 を 駆 動 す る パ ネ ル 表
示 装 置 の 駆 動 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 が 発 光 に 必 要 な 電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立 ち 上 が り 期 間
に 選 択 さ れ た 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 電 源 電 位 と 接 続 し 、
　 前 記 立 ち 上 が り 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る パ ネ
ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
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【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 立 ち 上 が り 期 間 前 に デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 を 有 し 、 前 記 デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 に お い て
、 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 を リ セ ッ ト す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の パ ネ ル 表 示
装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ セ ッ ト は 全 て の 複 数 の 前 記 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 前 記 走 査 線 を 接 地 電 位 に 接 続 す る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 発 光 素 子 の 選 択 時 、 前 記 走 査 線 を 前 記 接 地 線 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 デ ー タ 線 を 前
記 電 源 電 位 に 接 続 し 、 所 定 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 し 、
　 前 記 発 光 素 子 の 非 選 択 時 、 前 記 走 査 線 を 前 記 電 源 電 位 に 接 続 し た 状 態 で 、 前 記 デ ー タ 線
を 前 記 接 地 線 に 接 続 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 全 て の 複 数 の 前 記 デ ー タ 線 及 び 複 数 の 前 記 走 査 線 を 接 地 電 位 に 接 続 し リ セ ッ ト す る 工 程
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ 記 載 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 デ ィ ス チ ャ ー ジ を Ｈ レ ベ ル で 実 施 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の パ ネ ル 表 示 装
置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 お よ び パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 、 特 に 発 光 素 子
の チ ャ ー ジ を 高 速 に で き る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 お よ び パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 に
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 図 9に 示 さ れ る よ う に 、 複 数 の デ ー タ 線 （ 陽 極 線 、 SEG1～ SEGm） 及 び 複 数 の 走
査 線 （ 陰 極 線 、 COM1～ COMn） の 交 点 に 各 々 配 置 さ れ た 有 機 EL素 子 PEm,nを 有 す る 有 機 ELパ
ネ ル 表 示 装 置 に お い て 、 有 機 ELパ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 は 各 々 の デ ー タ 線 SEGm毎 に 定 電
流 源 １ １ と 接 続 す る ス イ ッ チ 回 路 SWs1～ SWsmを 有 し 、 か つ 各 々 の 走 査 線 COMn毎 に 電 源 電 位
（ Vcc） ２ ０ と 接 続 す る ス イ ッ チ 回 路 SWc1～ SWcnを 有 す る 。 出 力 制 御 手 段 で あ る 駆 動 制 御
回 路 １ ０ に よ り 、 こ れ ら の ス イ ッ チ 回 路 SWsm， SWcnは 有 機 EL素 子 PEm,nを 選 択 、 非 選 択 す
る よ う に 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 ELパ ネ ル 表 示 装 置 を 発 光 表 示 さ せ る 一 般 的 な 動 作 は 、 図 10で 示 さ れ る 動 作 波 形 の よ
う に 、 走 査 線 COMnの ス イ ッ チ 回 路 SWcnを 一 定 期 間 （ １ フ レ ー ム と 定 義 す る ） 間 隔 で ON状 態
、 OFF状 態 に す る こ と に よ り 発 光 さ せ る 有 機 EL素 子 PEm,nの 配 置 さ れ た 走 査 線 COMnの 行 を 順
次 選 択 す る 。 こ こ で 、 ON状 態 は 走 査 線 COMnを 接 地 電 位 Vssと 接 続 す る こ と に よ り 行 な わ れ
、 OFF状 態 は 走 査 線 COMnを 電 源 電 位 Vccと 接 続 す る こ と に よ り 行 な わ れ る 。 １ フ レ ー ム 期 間
Ｐ ０ は 一 般 に 、 有 機 EL素 子 PEm,nに チ ャ ー ジ さ れ た 電 荷 を デ ィ ス チ ャ ー ジ す る デ ィ ス チ ャ
ー ジ 期 間 Ｐ １ と 、 １ 走 査 線 COMnを Ｏ Ｎ し 、 選 択 さ れ た 有 機 EL素 子 PEm,nを 発 光 さ せ る た め
の チ ャ ー ジ 期 間 Ｐ ２ か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 チ ャ ー ジ 期 間 で は 、 選 択 さ れ た 有 機 EL素 子 PEm,nと 接 続 す る デ ー タ 線 SEGmの ス イ ッ チ 回
路 SWsmを ON状 態 に し 、 定 電 流 源 １ １ と デ ー タ 線 SEGmを 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 定 電 流 源 １
１ か ら 電 流 を 供 給 す る こ と で 有 機 EL素 子 PEm,nを 発 光 さ せ る 。 非 選 択 の 走 査 線 COMnの 行 及
び 非 選 択 の 有 機 EL素 子 PEm,nは 、 一 般 に 有 機 EL素 子 PEm,nの 半 励 起 状 態 に 起 因 す る ク ロ ス ト
ー ク に よ っ て 発 光 不 良 と な ら な い よ う に 走 査 線 COMnの 電 位 を 電 源 電 圧 レ ベ ル 、 デ ー タ 線 SE
Gmの 電 位 を GNDレ ベ ル に 制 御 し 、 逆 バ イ ア ス の 状 態 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 で は 、 前 フ レ ー ム で の 残 留 電 荷 に よ っ て 次 の フ レ ー ム で の 発 光 不 良
を 防 止 す る 為 に 、 全 て の デ ー タ 線 SEGmと 走 査 線 COMnを 接 地 電 位 Vssと し て 、 有 機 EL素 子 PEm
,nに か か る 負 荷 容 量 を ０ に リ セ ッ ト す る （ バ イ ア ス ゼ ロ と す る ） 。
（ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ３ ５ ０ ７ ２ ３ ９ 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 従 来 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 お よ び パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 で は
、 定 電 流 源 に よ り チ ャ ー ジ を 行 な う た め 、 発 光 に 必 要 な 電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立
ち 上 が り に 時 間 が か か る た め 、 有 機 EL素 子 PEm,nの 発 光 輝 度 の 劣 化 、 お よ び 表 示 ム ラ が 生
じ る と い っ た 課 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 複 数 の デ ー タ 線 及 び 複 数 の 走 査 線 の 交 点 に 各 々 配 置 さ れ た
発 光 素 子 を 駆 動 す る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 で あ っ て 、 本 発 明 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動
回 路 は 、 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 が 発 光 に 必 要 な 電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立 ち 上 が
り 期 間 に 選 択 さ れ た 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 電 源 電 位 と 接 続 す る 電 圧 制 御 回 路 と 、 前 記 立 ち 上
が り 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 す る 駆 動 制 御 回 路 と を 有 す る こ と を 特 徴
と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 前 記 発 光 素 子 の 負 荷 容 量 が 発 光 に 必 要 な
電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立 ち 上 が り 期 間 に 選 択 さ れ た 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 電 源 電 位
と 接 続 し 、 前 記 立 ち 上 が り 期 間 後 、 前 記 デ ー タ 線 を 前 記 定 電 流 源 と 接 続 す る こ と を 特 徴 と
す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 お よ び パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 は 、 発 光 に 必 要 な
電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ れ る ま で の 立 ち 上 が り が 速 く な る た め 、 チ ャ ー ジ を 高 速 に 実 施 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ き 説 明 す る 。 な お 、
図 面 に は 、 本 発 明 が 理 解 で き る 程 度 に 各 構 成 成 分 の 形 状 、 大 き さ 及 び 配 置 関 係 が 概 略 的 に
示 さ れ て い る に す ぎ ず 、 こ れ に よ り こ の 発 明 が 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 を 示 す パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 で あ る 。 有 機
ELパ ネ ル 表 示 装 置 は 、 複 数 の デ ー タ 線 （ 陽 極 線 、 SEG） 及 び 複 数 の 走 査 線 （ 陰 極 線 、 COM）
の 交 点 に 各 々 配 置 さ れ た 発 光 素 子 と し て 有 機 EL素 子 PEm,n(m≧ 1， n≧ 1)を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 は 、 デ ー タ 線 SEGm（ m≧ 1） 毎 に 定 電 流 源 １ １ と 接 地
電 位 Vssの い ず れ か 一 つ に 接 続 す る 第 １ の ス イ ッ チ 回 路 SWsm（ m≧ 1） と 、 走 査 線 COMn(n≧ 1
)毎 に 走 査 線 用 電 源 ２ ０ （ 電 源 電 位 Vcc） と 接 地 電 位 Vssの い ず れ か 一 つ に 接 続 す る 第 ２ の
ス イ ッ チ 回 路 SWcn(n≧ 1)と 、 デ ー タ 線 SEGm毎 に デ ー タ 線 用 電 源 ３ ０ （ 電 源 電 位 Vdd） と 接
続 す る 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 SWvm（ m≧ 1） と を 備 え て い る 。 ま た 、 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ
回 路 SWsm， SWcnは 、 駆 動 制 御 回 路 １ ０ に よ り 切 り 替 え ら れ 、 こ れ に よ り 有 機 EL素 子 PEm,n
の 選 択 、 非 選 択 が 行 わ れ る 。 ま た 、 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 SWvmは 電 圧 制 御 回 路 １ ２ か ら の 出
力 に よ り 、 選 択 的 に デ ー タ 線 SEGmを 電 源 電 位 Vddと 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 第 １ 及 び 第 ２ の ス イ ッ チ 回 路 SWsm,SWcnは 、 例 え ば 、 駆 動 制 御 回 路 １ ０ か ら 出 力 さ れ る
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各 々 独 立 し た 制 御 信 号 に よ り 制 御 可 能 な PMOSト ラ ン ジ ス タ と NMOSト ラ ン ジ ス タ か ら 構 成 さ
れ る 。 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 SWvmは 、 例 え ば 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ か ら 出 力 さ れ る 信 号 に よ り
制 御 可 能 な PMOSト ラ ン ジ ス タ と NMOSト ラ ン ジ ス タ か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 電 圧 制 御 回 路 １ ２ は 、 有 機 EL素 子 PEm,nの 負 荷 容 量 が 発 光 に 必 要 な 電 圧 値 に チ ャ ー ジ さ
れ る ま で の 立 ち 上 が り 期 間 に 選 択 さ れ た デ ー タ 線 SEGmを 電 源 電 位 Vddと 接 続 し 、 こ の 立 ち
上 が り 期 間 後 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ は 、 デ ー タ 線 SEGmと 電 源 電 位 Vddと の 接 続 を 切 り 離 す 。
こ れ に よ り 、 駆 動 制 御 回 路 １ ０ は デ ー タ 線 SEGmと 定 電 流 源 １ １ と を 接 続 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 電 圧 制 御 回 路 １ ２ は 、 図 7の よ う に 、 レ ジ ス タ 回 路 、 カ ウ ン タ 回 路 、 比 較 回 路 、 及 び 論
理 回 路 か ら な り 、 先 ず 、 制 御 信 号 が 入 力 さ れ る と 論 理 回 路 を 介 し て 、 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路
SWvmを ON状 態 に す る 。 次 に 、 レ ジ ス タ 回 路 に 入 力 さ れ た 所 望 時 間 を 意 味 す る 設 定 デ ー タ と
、 カ ウ ン タ 回 路 の カ ウ ン ト 値 が 一 致 す る と 、 比 較 回 路 か ら の 出 力 に よ り 、 論 理 回 路 を 介 し
て 、 第 ３ の ス イ ッ チ 回 路 SWvmを OFF状 態 に す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 図 ２ に 示 し た タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 の パ ネ ル 表 示
装 置 の 駆 動 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 走 査 線 COMnの ス イ ッ チ 回 路 SWcnを 一 定 時 間 （ １ フ レ ー ム 期 間 ） 間 隔 で ON状 態 、 OFF状 態
と す る こ と に よ り 発 光 さ せ る パ ネ ル 行 を 順 次 選 択 す る 。 こ こ で 、 ON状 態 に す る に は 、 接 地
電 位 Vssと 接 続 し 、 OFF状 態 に す る に は 、 電 源 電 位 Vccと 接 続 す る 。
　 デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 Ｐ １ に お い て 、 有 機 EL素 子 PEm,nに か か る 負 荷 電 荷 を リ セ ッ ト し 、
チ ャ ー ジ 期 間 P2に お い て 、 １ 走 査 線 を Ｏ Ｎ 状 態 に し 、 接 続 す る 選 択 さ れ た 有 機 EL素 子 PEm,
nを 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ス チ ャ ー ジ 期 間 Ｐ １ に お い て 、 全 て の デ ー タ 線 SEGm
と 走 査 線 COMnを 接 地 電 位 Vssと し て 、 有 機 EL素 子 PEm,nに か か る 負 荷 容 量 を ０ に リ セ ッ ト し
た 後 で 、 チ ャ ー ジ 期 間 P2開 始 時 に 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ に よ っ て あ る 時 間 の 間 ス イ ッ チ 回 路
Ｓ Ｗ vmを ON状 態 に し 、 あ る 特 定 電 位 ま で デ ー タ 線 SEGmの 電 位 を 高 く す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 詳 細 に は 、 ま ず 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 チ ャ ー ジ 期 間 Ｐ 2(t2'～ t3の 期 間 )に お い て 、 ス イ
ッ チ 回 路 SWs1を 定 電 流 源 １ １ と 接 続 し 、 ス イ ッ チ 回 路 SWc1を 接 地 電 位 Vssと 接 続 す る こ と
で 、 有 機 EL素 子 PE1,1が 発 光 し て い る 。 次 に 図 ３ に 示 す よ う に 、 t3の 時 点 で 、 デ ィ ス チ ャ
ー ジ 期 間 に 入 り 、 ス イ ッ チ 回 路 SWsmと SWcnの 全 て を 接 地 電 位 Vssに 接 続 し 、 有 機 EL素 子 PEm
,nに か か る 負 荷 電 荷 を ０ に リ セ ッ ト す る 。 t4の 時 点 で 、 図 ４ に 示 す よ う に チ ャ ー ジ 期 間 に
入 り 、 ス イ ッ チ 回 路 SWsmを Ｏ Ｆ Ｆ し 、 ス イ ッ チ 回 路 SWc1を 電 源 電 位 Vccと 接 続 し た 後 、 電
圧 制 御 回 路 １ ２ に よ り ス イ ッ チ 回 路 SWvmを Ｏ Ｎ し 、 t4'の 時 点 ま で Vddに 接 続 す る こ と で 、
有 機 EL素 子 PEm,nに か か る 負 荷 容 量 を あ る 特 定 の 電 位 (タ ー ゲ ッ ト 電 位 Vsm)ま で チ ャ ー ジ す
る 。 そ の 後 図 ５ に 示 す よ う に 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ に よ り ス イ ッ チ 回 路 SWvmを Ｏ Ｆ Ｆ し 、 デ
ー タ 線 SEGmは 特 定 電 位 （ Vsm± α （ α は 任 意 ） ） に 保 持 さ れ る 。 t4'の 時 点 で 、 図 ６ に 示 す
よ う に 直 ち に ス イ ッ チ 回 路 SWs2を 定 電 流 源 １ １ と 接 続 し 、 非 選 択 デ ー タ 線 の ス イ ッ チ 回 路
を 接 地 電 位 Vssと 接 続 し 、 ス イ ッ チ 回 路 SWc2を 接 地 電 位 Vssと 接 続 し て 、 有 機 EL素 子 PE2,2
を 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 の と お り 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ と ス イ ッ チ 回 路 SW
vmを 設 け 、 発 光 素 子 の 選 択 時 、 チ ャ ー ジ 期 間 の 立 ち 上 が り で 前 記 電 源 電 位 と 所 定 期 間 接 続
し 、 所 定 期 間 後 、 定 電 流 供 給 源 と 接 続 す る よ う に し た の で 、 チ ャ ー ジ を 高 速 で 実 施 す る こ
と が で き る 。 電 圧 制 御 回 路 １ ２ に よ り 、 ス イ ッ チ 回 路 SWvmの Ｏ Ｎ 時 間 を 調 整 で き る よ う に
し た の で 、 チ ャ ー ジ 能 力 を 調 整 で き る 。 従 っ て 、 デ ー タ 線 を 特 定 の 電 位 に セ ッ ト す る こ と
が 可 能 に な り 、 パ ネ ル の 負 荷 特 性 に 合 わ せ て 設 定 電 位 を 調 整 す る こ と が で き る 。 ま た 、 電

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-39456 A 2006.2.9



圧 制 御 回 路 １ ２ は 、 特 定 電 位 を レ ギ ュ レ ー タ で 生 成 さ れ た 電 圧 か ら 供 給 し な い 構 成 と し た
の で 、 回 路 規 模 が 小 さ く な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ８ に 示 す タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト を 用 い て 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ
ル 表 示 装 置 の 駆 動 動 作 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 は 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の も の で 実
施 す る こ と が で き る 。
　 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 第 １ の 実 施 形 態 と 異 な り 、 デ ィ ス チ ャ ー ジ を Ｈ レ ベ ル で
実 施 す る こ と が 特 徴 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 期 間 Ｐ １ に お い て 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス イ ッ チ 回 路 SWsmを Ｏ Ｆ Ｆ し 、 ス イ ッ チ 回 路 SW
c1を 電 源 電 位 Vccと 接 続 し た 後 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ に よ り ス イ ッ チ 回 路 SWvmを Ｏ Ｎ し 、 有
機 EL素 子 PEm,nに か か る 負 荷 電 荷 を あ る 特 定 の 電 位 (タ ー ゲ ッ ト 電 位 Vsm)ま で チ ャ ー ジ す る
。 （ デ ィ ス チ ャ ー ジ を Ｈ レ ベ ル で 実 施 す る こ と に な る 。 ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 後 図 ５ に 示 す よ う に 、 期 間 Ｐ ２ に お い て 、 電 圧 制 御 回 路 １ ２ に よ り ス イ ッ チ 回 路 SW
vmを Ｏ Ｆ Ｆ し 、 デ ー タ 線 SEGmは 特 定 電 位 （ Vsm± α （ α は 任 意 ） ） に 保 持 さ れ る 。 t4の 時
点 で 、 図 ６ に 示 す よ う に 直 ち に ス イ ッ チ 回 路 SWs2を 定 電 流 源 １ １ と 接 続 し 、 非 選 択 デ ー タ
線 の ス イ ッ チ 回 路 を 接 地 電 位 Vssと 接 続 し 、 ス イ ッ チ 回 路 SWc2を 接 地 電 位 Vssと 接 続 し て 、
有 機 EL素 子 PE2,2を 発 光 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の と お り 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 チ ャ ー ジ 後 、 一 旦 デ ィ ス チ ャ ー ジ し
な い の で 、 言 い 換 え れ ば 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 の 電 荷 を ０ に し な い の で 、 消 費 電 力 を 大 幅 に 低 減 で
き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 （ そ の １ ）
で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 動 作 を 説 明 す る た め の タ
イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 （ そ の ２ ）
で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 （ そ の ３ ）
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 （ そ の ４ ）
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 （ そ の ５ ）
で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に お け る 電 圧 制 御 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に お け る パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 動 作 を 説 明 す る た め の タ
イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ９ 】 従 来 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 回 路 の 構 成 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 従 来 の パ ネ ル 表 示 装 置 の 駆 動 動 作 を 説 明 す る た め の タ イ ミ ン グ チ ャ ー ト で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 10　 　 　 　 　 駆 動 制 御 回 路
　 11　 　 　 　 　 定 電 流 源
　 12　 　 　 　 　 電 圧 制 御 回 路
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　 20　 　 　 　 　 走 査 線 用 電 源
　 30　 　 　 　 　 デ ー タ 線 用 電 源
　 SEGm　 　 　 　 デ ー タ 線
　 COMn　 　 　 　 走 査 線
　 SWsm,SWcn　 ス イ ッ チ 回 路
　 PEm,n　 　 　 有 機 EL素 子
　 Vss 　 　 　 　 接 地 電 位

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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摘要(译)

用于面板显示设备的常规驱动电路和用于驱动面板显示设备的常规方法
具有以下问题：在充电开始时发光需要花费时间。 用于驱动布置在多条
数据线SEGm和多条扫描线COMn的交叉处的有机EL元件PEm，n的面板
显示装置的驱动电路，是根据本发明的面板显示装置的驱动电路。 是电
压控制电路12，其在上升期间直到有机EL元件PEm的负载电容n被充电
至发光所需的电压值为止，并且在上升期间之后，将选择的数据线
SEGm连接至数据线电源30。 以及用于将数据线SEGm连接至恒流源11
的驱动控制电路10。 [选型图]图1
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